
— 木本さん、「社会を支える福
祉のお仕事作文」に応募しようと
思ったきっかけは何ですか？

木本 苺花さん 私が小さい頃にお
じいちゃんが脳梗塞になってしまい、
体を自由に動かすことができなくなり
ました。ずっと辛そうな顔をしていまし
たが、デイサービスに行くようになっ
てからは、すごく楽しそうでした。 「今
日何したの？」って聞くと、「カラオケ
をしたよ」など楽しい話題がいっぱい
出てきて。そんな、おじいちゃんを元
気にしてくれた人たちの仕事が気に
なっていたので、調べて書いてみよう
と思いました。
木本 晶子さん 娘の苺花がお話し
たのは、私の父のことです。体に障
がいが残り、また入院中に別の病気
も見つかりましたが、自宅で過ごす
ことにしました。紹介いただいたデイ
サービスを利用し始めると、だんだん
と顔色が良くなり、新しい友達もでき
て、すごく元気になったんです。きっ
と自宅だけでは、ただ寝て過ごして、
孫が遊びに来たときにちょっと話を
するくらいしかなかったと思います。
デイサービスを利用したことで、父は
楽しく最期を迎えられたと、家族みん
なが感謝しています。

— それでは、福祉施設職員の
中川さん、松岡さん、ご自身の仕
事について教えてください。
中川 美奈さん 私が勤務する「阿
波老人ホーム 仙寿園」は、入所の
特別養護老人ホームやショートステ
イと、通所のデイサービスを運営し
ています。私はそこで、介護サービス
が必要な方に短期間入所いただく
ショートステイの担当をしています。
ご利用者様の食事や排泄、入浴な
どに関わらせていただきますが、ただ
お手伝いをさせていただくのではな
く、できることをこれからも継続して
いただけるように、心身の機能の維
持・向上やご家族の身体的及び精
神的負担の軽減に繋がる介護を大
切にしています。木本さんのお話に
も出てきたカラオケなどのレクリエー
ションも、ご利用者様が楽しんでい
ただけるように取り入れています。私
の施設のご利用者様も、木本さん
のお爺さまのように楽しんでくださっ
ていたらうれしいです。
松岡 陽子さん 私は知的障がいの
方の生活介護サービスを提供する

「ふらっとKOKUFUワーク＆デイ ラ
クリエ」で勤務しています。自宅で生
活されているご利用者様が、日中、
施設に来られて、レクリエーションを
して過ごしたり、理学療法士など専
門職が身体機能や生活能力を確認
して一緒に体を動かしたり、いろいろ
な活動をして過ごします。
　就労を支援する部署では、畑で
野菜を作って販売したり、公共施設
に行ってお掃除をしたりするなど、
個々の特性に応じた機会をサポート
しています。
— お母さんに質問です。娘さん
の作文を読んでどう思いましたか？
木本 晶子さん 父のことを通じて、娘
が福祉に興味を持ってくれていたんだ
な、うれしいな、と改めて思いました。

— それでは、お母さんが思わ
れている「福祉のお仕事」のイ
メージについて教えてください。
木本 晶子さん 本当にすみません
が、きつい、汚いかなと。実は、若い
頃にヘルパーの資格を目指したこと
があって、病院での研修に行ったん
です。どうにかトイレの後片付けはで
きましたが、おむつ交換はできないと
思ってしまいました。
松岡 陽子さん 確かに、汚いという
イメージがありますよね。トイレのお
手伝いはどうしてもついてくるもの
です。でも、そういう一面だけではな
く、木本さんのお爺さまのお話のよ
うに、楽しく過ごしていただけるよう
支援し、一緒に楽しさを共有できると
いった喜びもあるんです。トイレのお
手伝いを初めてされたときは、確か
に衝撃が大きかったと思います。トイ
レの排泄介助は身体介護の上では
重要で、欠かすことのできないもので
ある一方、介護を受ける方や、ご家
族にとっても大きな負担となることも
あるほどデリケートな行為でもありま
す。初めての場合、大変で驚かれた
ことは理解できます。

— 中川さん、松岡さん、社会で
必要とされている「福祉」につい

て、最近の仕事の現場について
教えてください。
中川 美奈さん 福祉の仕事は、どう
してもきついというイメージや、狭い
世界の仕事だと思われがちですが、
視野を広げるとクリエイティブな仕事
だと思います。日常生活のお手伝い
をするだけでなく、その方の人生がど
れだけ明るくなるのか、それも私たち
の仕事です。だからこそ、その方と向
き合って、理解して、寄り添うことを
大切にしています。
　最近は介護者の負担軽減のた
め、介護ロボットの開発や、ベッドか
ら車イスなどへの移乗がラクにでき
る機器が普及するなどしてきていま
すので、より働きやすくなると期待し
ています。また、福祉・介護ニーズは
ますます多様化・高度化し、福祉・介
護人材の質・量ともに一層の充実
が求められていますが、今は人手が
足りていない状況です。国をあげて、
人材確保の取り組みを進めています
し、各施設も働きやすい環境づくり
に取り組んでいます。
松岡 陽子さん 福祉の仕事は、女
性がすごく活躍しやすい職場だと思
います。私の職場も女性が多く、小
さい子どもを持つ職員もたくさんいま
す。子どもが熱を出した際に看護休
暇を有給で取れる制度や、子どもの
お世話などで朝早く出勤するのが難
しい際に勤務時間を短くする時短
勤務制度というのもあって、安心し
て仕事を続けられると思います。
— 仕事のやりがいを教えてく
ださい。
松岡 陽子さん 私は、職員がご利
用者様と一緒になって楽しむことを
大切にしています。一緒に楽しめて
いることを感じた瞬間、さらにはご利
用者様が支援によって少しずつ自
信をもったり、表情が明るくなって
笑顔が増えたりして、良い方向に変

わったことを感じた瞬間、そんなとき
に喜びややりがいを感じます。
中川 美奈さん 施設では長い時
間、ご利用者様と一緒に過ごしてい
て、ありふれた場面で「ありがとう」と
言っていただけます。素直にうれしい
ですし、この仕事をしていて良かった
と思う瞬間です。また、様々な体験を
積み重ねてきた人生の大先輩から
お話を聞かせていただくと勉強にな
ります。そんなところでもやりがいを
感じています。

― 職員さんの話を聞いて、「福
祉のお仕事」のイメージで何か変
化はありましたか？
木本 晶子さん 確かに、私たちが知
らない様々なお話を人生の先輩方
から聞けるのは、楽しみの一つだな
と、共感できました。きついことばかり
でないことがよくわかりました。
木本 苺花さん 福祉の仕事をし
ている人は大変というイメージが強
かったですが、もちろん、きつい面も
あると思いますが、それが吹き飛ぶ
くらい楽しい面もたくさんあるんだな
と思いました。そのことが一番心に
残っています。
— みなさん、ありがとうござい
ました。

　福祉のお仕事紹介や福祉のこころを育む福祉教育を推進している徳島
県福祉人材センター アイネットは、県内の小中学生を対象に「社会を支え
る福祉のお仕事作文」を募集しました。そして、たくさんの人に福祉のことを
知ってもらいたいとの想いから、
作文を応募してくれた徳島市
上八万中学校2年の木本苺花
さんと彼女のお母さん、徳島県
社会福祉法人経営者協議会
に所属する福祉施設の職員2
名による座談会を企画し、1月
31日に開催しました。

徳島県福祉人材センターアイネット
福祉のお仕事探しをサポート「社会を支える福祉のお仕事作文」をホームページで公開中！

座談会に協力してくれた木本 苺花さんはじめ、徳島県内の小中学生から寄せられた
「社会を支える福祉のお仕事作文」。多数ご応募いただいた中から、
一部をホームページに掲載しています。ぜひご一読ください。 徳島市中昭和町1-2 県立総合福祉センター3F　TEL：088-625-2040
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